
マ
チ

般
寺
町
ハ
今
の
茶
木
町
プ
新
竪
町
・
浅
野
川
の
一
弓
所
一
た
る
も
の
を
い
ひ
、
文
除
=
一
年
九
周
七
日
前
回
利
家
一
石
井
か
ら
下
流
の
町
野
川
は
、
随
行
し
つ
L
拍
流
し
、
一
の
頃
は
王
朝
の
待
野
郷
が
臨
歪
・
珠
洲
二
部
に
分
鴎

に
在
っ
た
。
そ
の
法
般
寺
町
の
組
地
は
、
鹿
安
中
に
奥
一
の
印
替
に
尾
山
町
年
街
中
と
あ
る
を
初
見
と
す
る
。
一
川
西
に
京
っ
て
東
方
水
持
山
か
ら
渡
す
る
鈴
屋
川
を
一
し
て
居
た
と
見
え
る
と
。

へ
ら
れ
た
と
い
ふ
か
ら
、
こ
の
時
に
初
っ
た
も
の
な
一
町
年
寄
は
家
柄
町
人
の
ろ
ち
樹
幹
あ
る
も
の
を
選
ん
一
併
せ
、
河
口
は
砂
丘
に
妨
げ
ら
れ
て
東
折
し
、
西
時
一
マ
チ
ノ
ユ
キ
シ
ゲ
町
野
幸
重
逝
稽
哲
之
丞
。

る
ぺ
〈
、
次
い
で
務
闘
官
職
遁
考
に
、
寛
文
七
年
里
見
一
で
、
町
奉
行
之
を
任
命
し
、
そ
の
斌
磁
に
醤
り
町
同
一
蹴
小
手
皆
戸
か
ら
海
に
入
る
o
全
長
三
五
粁
。
能
登
一
幕
府
の
士
で
、
球
ご
千
石
を
受
け
た
が
、
元
球
十
四

七
左
衛
門
元
茂
・
岡
田
十
右
衛
門
貞
知
雨
入
が
、
御
一
心
の
席
で
宣
誓
せ
し
め
ら
れ
た
。
天
保
九
年
町
年
寄
一
名
跡
志
に
、
『
笛
閥
第
一
の
流
に
て
、
大
川
と
い
ふ
。
一
年
八
周
五
日
大
型
寺
侯
前
回
利
直
に
御
預
と
な
っ
た

先
手
物
顕
よ
り
町
奉
行
策
帯
に
任
ぜ
ら
れ
、
実
和
ご
一
の
聾
上
に
鍛
れ
ば
、
町
年
寄
の
町
曾
所
に
出
勤
す
る
一
町
野
川
と
も
い
へ
り
o
共
外
所
々
に
て
岩
瀬
川
と
も
一
か
ら
、
そ
の
江
戸
中
屋
敷
に
置
き
、
サ
八
日
中
川
園

年
九
用
品
u
六
日
組
頭
列
の
符
趨
を
受
け
、
役
料
ご
百
一
は
偶
数
の
日
の
玄
ヲ
時
か
ら
八
ザ
時
ま
で
と
し
、
務
侯
一
大
野
川
と
も
い
へ
り
。
』
と
あ
る
。
一
議
以
下
九
十
傍
人
に
施
術
せ
ら
れ
て
大
型
寺
に
向
か

石
を
賜
ひ
、
町
附
足
樫
二
十
人
内
小
頭
二
人
を
屈
せ
一
在
闘
の
時
は
奇
数
の
日
に
も
一
人
宛
出
所
し
、
町
方
一
マ
チ
J
ゴ
ウ
待
野
郷
鳳
至
郡
に
屈
す
る
古
郷
一
う
た
。
費
永
元
年
五
周
二
十
日
夜
、
行
年
五
十
三
。

し
め
ら
れ
た
と
あ
っ
て
、
そ
の
町
附
足
臓
は
こ
れ
よ
一
の
願
書
等
に
は
肝
煎
に
奥
醤
せ
し
め
て
、
町
年
寄
か
一
名
で
、
和
名
抄
に
見
え
る
。
然
る
に
承
久
=
一
年
注
進
一
司
会
昌
寺
に
葬
っ
た
。

。
前
般
に
在
っ
た
が
、
こ
の
時
人
数
を
定
め
ら
れ
た
一
ら
町
問
心
に
提
出
し
、
町
奉
行
の
裁
決
を
得
た
後
巾
一
の
能
管
附
削
鍛
目
録
に
は
、
臨
索
都
町
野
班
・
珠
洲
一
マ
チ
プ
ギ
ヨ
ウ
町
奉
行
ハ
一
)
金
部
町
奉
行
!

の
で
あ
ら
う
と
い
ふ
o
こ
れ
よ
り
後
は
漣
綿
し
た
。
一
渡
し
た
o
叉
町
曾
訴
で
罪
人
を
裁
判
す
る
時
は
、
町
一
部
下
町
野
班
と
あ
っ
て
、
そ
の
地
商
都
に
分
鹿
し
て
一
金
棒
の
町
奉
行
は
、
町
行
政
事
務
の
長
で
、
幾
分
の

マ
チ

F
ウ
シ
ン
町
同
心
金
棒
町
奉
行
程
下
の
一
年
寄
一
人
が
町
同
心
の
宋
に
列
し
、
そ
の
他
一
切
の
一
居
た
と
思
は
れ
、
戦
闘
以
降
叉
鳳
軍
部
に
間
一
し
て
一
民
事
及
び
刑
事
司
法
事
務
を
粂
掌
し
、
年
中
四
次
町

同
心
で
あ
る
。
そ
の
初
め
は
不
明
で
あ
る
が
、
村
井
一
自
治
行
政
を
主
管
し
た
。
町
年
寄
の
敏
は
、
臨
安
四
一
上
町
野
・
中
町
野
・
下
町
野
の
三
郷
と
な
っ
た
。
一
申
を
巡
回
親
察
す
る
を
要
し
、
町
同
心
と
町
下
代
若

畏
頗
の
町
支
配
の
時
に
村
井
蝋
太
夫
・
櫛
山
庄
右
衛
一
年
ご
十
人
を
ご
組
軍
番
に
分
か
っ
て
輸
を
執
ら
し
一
マ
チ
ノ
ジ
ユ
ゥ
=
ケ
イ
町
野
+
=
最
鳳
京
都
一
千
、
町
附
足
睡
四
十
人
内
小
頭
ご
入
、
町
年
寄
以
下

門
之
を
勤
め
た
こ
と
が
見
え
る
。
文
様
三
年
こ
の
爾
一
め
、
寛
文
九
年
に
は
十
人
と
し
、
延
貸
六
年
六
人
と
一
下
町
野
郷
に
於
け
る
形
勝
を
選
ん
だ
も
の
で
、
持
岐
一
の
町
役
人
を
毘
下
と
し
た
。
町
奉
行
の
員
撤
と
在
職

人
に
代
っ
て
、
村
井
知
左
衛
門
が
任
命
せ
ら
れ
、
以
後
一
し
、
天
保
九
年
三
人
と
し
た
。
そ
の
待
遇
は
、
高
治
一
タ
照
、
器
食
晩
鏡
、
待
野
川
朝
銭
、
水
山
暮
雲
、
岡
一
年
披
と
に
は
規
定
が
な
く
、
一
人
乃
至
ご
三
人
で
、

再
び
不
明
で
あ
る
o
前
回
綱
紀
の
時
に
は
承
限
三
年
一
ご
年
六
月
朔
日
に
、
務
か
ら
三
人
扶
持
、
町
中
か
ら
一
附
附
嵐
、
五
恩
分
鵠
納
涼
、
締
谷
賞
鳥
、
岩
瀬
秋
周
二
そ
れ
に
任
ぜ
ら
れ
た
も
の
は
前
後
百
俄
人
全
算
す

分
部
伊
左
衛
門
外
一
一
一
人
が
命
ぜ
ら
れ
た
o
明
隠
ご
年
一
侮
歳
銀
宏
枚
を
給
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
御
薪
山
郭
公
、
尾
山
田
務
腕
、
三
尾
滋
泊
結
、
自
演
一
る
o
明
治
ご
年
三
且
改
め
て
之
を
市
宰
と
稽
し
た
が
、

よ
り
役
料
五
十
石
を
賜
は
り
、
寛
文
元
年
森
口
一
線
助
、
一
マ
チ
ノ
Z
キ
待
野
騒
鳳
表
部
に
在
っ
た
。
日
一
千
鳥
を
指
す
。
蒋
岐
は
臆
木
、
水
山
と
閲
崎
と
は
賢
一
七
用
版
籍
奉
還
の
時
に
及
ん
で
止
ん
だ
。
町
奉
行
の

六
年
中
久
左
衛
門
任
ぜ
ら
れ
、
其
の
後
山
田
牢
左
衛
一
本
後
紀
大
間
三
年
十
周
の
僚
に
、
不
用
を
以
て
援
せ
一
江
、
五
里
分
橋
は
架
議
・
鈴
屋
の
境
に
あ
る
五
里
五
一
創
始
に
就
い
て
は
、
前
回
利
家
の
入
閣
以
来
あ
る
べ

門
・
嫡
江
粥
三
郎
等
が
勤
務
し
た
。
天
和
元
年
十
一
一
ら
れ
た
る
も
の
ふ
一
つ
で
あ
る
。
大
日
本
地
名
辞
書
・
一
里
橋
、
=
一
尾
滋
・
自
前
は
大
川
に
在
る
も
の
で
、
尾
山
一
き
で
あ
る
が
明
ら
か
で
な
く
、
文
様
三
年
村
井
長
娘

局
長
井
源
兵
衛
が
命
ぜ
ら
れ
、
ご
年
入
居
ご
十
ご
日
一
に
は
、
製
臓
の
遜
で
あ
ら
号
と
し
て
ゐ
る
。
能
管
志
一
回
と
い
ふ
の
は
媒
臓
・
川
西
・
井
商
・
桶
戸
に
悶
ま
れ
一
の
勤
め
た
こ
と
は
見
え
る
が
、
そ
の
後
叉
不
明
で
、

今
村
次
郎
左
衛
門
命
ぜ
ら
れ
て
五
人
と
な
り
、
其
の
一
徴
は
本
江
村
ハ
今
の
上
町
〉
が
待
野
郷
の
本
郷
で
あ
る
一
た
田
地
で
あ
る
。
一
寛
永
十
八
年
前
田
光
高
入
凶
の
頃
小
塚
藤
右
衛
門
・

後
叉
四
人
と
な
り
、
後
代
に
漣
綿
し
た
。
町
悶
心
は
一
か
ら
、
そ
れ
で
あ
ら
う
主
し
て
跨
る
が
、
こ
れ
で
は
一
マ
チ
ノ
シ
ョ
ウ
町
野
鹿
胤
軍
部
に
在
っ
た
。
一
長
瀬
五
郎
右
衛
門
に
及
ん
で
、
初
め
て
奉
行
の
名
が

定
番
御
馬
廻
叉
は
組
外
の
士
が
組
を
離
れ
て
之
に
佳
一
瞬
時
の
限
序
が
立
た
ぬ
や
号
で
あ
る
o
或
は
大
川
附
一
承
久
=
平
注
訟
の
能
管
凶
悶
撤
回
録
岡
京
都
に
、
『
町
一
知
ら
れ
る
。
次
い
で
宮
城
采
女
長
次
・
奥
村
源
左
衛

じ
、
或
は
御
歩
小
頭
か
ら
昇
進
し
て
縛
ず
る
も
の

七
七
五


